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「ここぞのオプション買い作戦」

日経平均は７月１１日の史上最高値４２４２６円を付けて以降、下に向かい
７月３１日の日銀会合で利上げが決まった翌日から大きく動意付き大暴落、そして大暴
騰となりました。

史上最高値を境にして、以降所々大変動が見られるようになりました。

指標５６．ＲＯＣ 周期「１」

日経平均日足チャート

大暴落

このような大変動のタイミングを利益に変える方法として「225 オプションの買い」が
あります。

「売り」と違い「買い」は仕掛けた金額だけの損で済みます。

そしてその日の内に、２倍は多々あり、そして５倍以上になることもります。

今はミニオプションがあり、通常のオプションの１０分の１の金額で仕掛ける事が出来
ます。

通常のオプションは、価格（プレミアムと呼ばれる）の１０００倍で取引されます。
１０円なら、１万円です。

これが、ミニオプションなら価格の１００倍なので、
１０円なら千円です。

大暴騰

変動が小さい

変動が大きい
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少額から取引が出来、しかも大変動時には仕掛けた金額の５倍も多々起こりえます。

ミニオプションは、毎週ＳＱがやってきますから注意が必要です。通常、ＳＱ持ち込み
にはせず途中で手仕舞いましょう。

とはいえ、大変動がいつ起こるか分からない。と思われるかもしれませんが、イベント
時であれば、かなり高い確率でそれが発生します。

最近では、日銀会合そして自民党総裁選。

昨晩（10/4）の米雇用統計では、２２５先物が日中比で１０００円高と暴騰しました。

毎日オプションの買いをするわけではありません。

こうした外的要因、イベント時を狙って仕掛けましょう。

２２５先物 日中＋ナイト

大変動の日

大変動がやってくる流れはまだ続きそうです。

これからは、衆議院選挙、そして１１月に米大統領選があります。

この２つは、かなり大きな変動となると思われ、一大チャンスです。

変動が小さい

変動が大きい
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昨晩(10/4) 米雇用統計時の２２５先物 ５分足 ナイトセッション

３８５７０で寄り付いてからジリジリと値を上げ、米雇用統計の発表で一気に上へ。
３９０００円を超えて、アップダウンしながら上昇が続き、高値で３９６４０円。
引けは、３９５６０円。値幅は、高－安で１０７０円と暴騰してきました。

イベント発生直前に仕掛けておくのは分かった。しかし、上か下か、どちらに行くのか
分からない・・・。

そういう場合は、コールとプットを共に買います。

上昇に賭ける場合はコール買いを下降に賭ける場合はプット買いです。

両方に張っておけば、どちらかに大きく動意付けば利益となる算段です。

例えば、

３０円のオプションをコール、プット共に買います。

これが大きな上昇で、コールが３０円→６０円。プットが３０円→１０円となったとし
たら、結局１０円の利益です。

同じ価格のオプションを買った場合、最低、コールかプットのどちらかが２倍となれば、
利益です。
上昇の場合は、プット側の価格が激減しますが、一気に０円とはならないからです。

狙うは、３倍以上となる日です。

通常日では、それは起こりえませんが、イベント時にはそれが起こりえます。
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特に今年は、先に書いたように、衆議院選挙、米大統領選と一大イベントが控えていま
す。

この大変動のチャンス（上か下は分かりませんが、暴騰または暴落するでしょう）を黙
って見過ごす手はないと考えます。

１０万、２０万を仕掛けないといけないならまだしも、ミニオプションであれば数百円
から参加出来ますから。

はっきり言って、上か下かなんて分かりません。なのでバクチと思ってください。

上か下かの方向を当て勝負する向きは、コールまたはプットのみを仕掛け、どちらか分
からない。という向きは共に買いましょう。

上手くいくと、往復ビンタの反対、両取りが出来ます。

個人的な話ですが、わたしは自民党総裁選日にコール、プットを共に買いました。

そして、日中は相場が上昇しコール側が仕掛け値の２倍を超えてきました。

石破氏と高市氏が決戦投票に残り、これは高市氏が勝つと思って、日中に手仕舞わず、
放置したら、暴落。あらら・・・。

仕方ないので、ナイトセッションでコールを損切りし、プットを持続。夜中まで持って
いれば良かったのですが、それをせず、コールの損を埋める程度、収支はトントンで手
仕舞ってしまいました。これをもし、夜中、または翌日まで持っていたら、４倍以上と
なっていました。

オプション買いで難しいのは、いつ手仕舞うかです。特に利益確定をいつするかです。

仕掛けるタイミングより、とんでもなく難しいです。株式投資も同じでしょうか。

３倍になったら手仕舞う。とかシステマチックにすればいいのでしょうが、人間は欲の
塊です。

今回のわたしのようにもっと、もっと、と思われるのではないでしょうか。

そこで提案です。

１枚買うのではなく、３枚買います。

そして手仕舞いのタイミングをずらします。

２倍、または３倍で１枚目を手仕舞う。

ここで１枚目を３倍で手仕舞えたら、収支はトントンです。

１０円を３枚買って、３０円で１枚手仕舞えばそうなりますよね。

さらに５倍で１枚を手仕舞い、最後の一枚は、ある程度引っ張る。
などといったやり方です。

では本当にオプションの価格に大変動が起こるのか？
過去のデータからをみていきましょう。



- 5 -

■オプション価格

昨晩１０月４日 米雇用統計時 ナイトセッションのミニミニオプション

コール側
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つづけてコール側

高値と安値を比較してみてください。安値の４倍になっている行使価格もありますね。
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プット側

米雇用統計で、２２５先物が暴騰しましたから、当然プット側の価格は激減します。

しかし、一気に４分の１になってはいません。
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ミニオプションには、ヘッジファンドなどの大口は参入してこないと思われます。
通常のオプションがありますし、売買板が薄いのです。
参加者が個人がメインなのと、マーケットメイカーの機械的な建玉しかないと考えられ
ます。

オプションの板の特徴の１つとして、相場が上昇したら、コール側は活況になり、プッ
ト側は見向きもされなくなる傾向があります。
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相場が下落したら反対になります。プット側は活況になり、コール側は見向きもされな
くなる傾向があります。

ミニオプションは売買板が薄い、買いと売りが離れている事が多々あります。

なので、成り行きの仕掛け、手仕舞いには十分に注意されてください。

思わぬ価格で買わされたり、売らされたりします。

基本は指し値がいいでょう。

このような現象は、実際に売買板を見て確認して下さい。

それが、来週の月曜日、１０月７日の日中に起こりますので。

今回の米雇用統計は儲けやすかったタイミングといえます。

なぜなら、ほぼ一方通行に上昇していったからです。

場中、乱高下すると、難しい展開となります。

利益が出ている内にまずは手仕舞いましょう。

衆議院選挙日は１０月２７日ですから、仕掛けるのは２５日の金曜日。
ミニオプションの１１月第１週目（１０月２８日から始まる週）、１１月１限週です。

これが本番です。

わたしは上か下かは分からないので、最低でもコール側に１万円分を複数枚仕掛け、
プット側も同様にしようと思っています。

いきなり、衆議院選挙直前に仕掛けるとなると、慣れないと思われますから、その前哨
戦として、１０月１０日のナイトセッションでの大きな動意付きに期待し、仕掛けてみ
てはいかがでょう。この日の晩には米ＣＰＩの発表がありますので。

翌日はＳＱですから、仕掛けるのは１０月３限週のミニオプションです。

仕掛ける金額は千円程度でいいと思います。どういった売買板、値動きになるのかを見
てください。

225 オプションの買いは、宝くじのように当たると億。とはなりませんが、１０倍、
２０倍、とんでもないことが起こると１００倍といった世界が皆様を待っています。

次に最近の大変動時の「通常のオプション」価格をみていきましょう。

※ミニオプションのデータはないので、通常のオプションの価格をご覧ください。

上昇した日はコール側、下落した日はプット側の価格を紹介します。
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７月３１日 日中 日銀会合で利上げ決定

コールの価格に注目

終値
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８月１日 日中

プット側に注目
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８月１日 ナイトセッション

プット側に注目
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８月５日 日中 日本初「令和のブラックマンデー」相場が崩れた日 －４４５１円
プット側
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８月５日 ナイトセッション

プット側
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８月６日 日中 歴代１位の上げ幅 大暴騰 ＋３２１７円
コール側
ＳＱまで残り３日と短いので期待した程、大きな値動きとはならなかった。
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９月３日 ナイトセッション

３連休明けの米株市場が大幅下落
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９月１１日 ナイトセッション
コール側
米ＣＰＩの結果を受け、米株大幅高

９月１２日 日中 ＳＱ前日
コール側
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９月２７日 自民党総裁選

コール側
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９月２７日

ナイトセッション

プット側

一気に暴落した割には
価格は膨れなかった。

参加者が少ないからか
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１０月４日 ナイトセッション
コール側
米雇用統計の結果が予想外に良く、米株高、円安で２２５先物が暴騰
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いくつか紹介しましたが、いかがでしたでしょうか。

１日の価格変動をみて、やる気が起きましたか？

今回は１日の価格に注目してみましたが、７月３１日と８月５日を比較してみると、と
んでもない価格になっている事が分かります。

■価格変動について

コールよりプットのほうが変動が大きい。

暴騰より暴落が狙い目。

予想外の事が起こると、コール側でも大変動する。今回の米雇用統計結果のように。

ローソク足的には、大陽線、大陰線となると価格は大変動する。（当然ですが）

２２５先物 日足 日中＋ナイト ＳＱ日

ＳＱまでの残存日数に注意。

ＳＱ前日に大きく動くと、オプション価格も大きく変動する。

次ページに７月３１日と８月５日を比較してみました。

左が７月３１日のプット価格

右が８月５日のプット価格です。夢がある価格変動だと思いませんか？
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